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①

36.6 

39.7 

34.3 

50.0 

15.3 

20.4 

32.1 

45.1 

47.2 

46.2 

51.4 

26.4 

42.7 

31.8 

30.5 

45.6 

26.0 

45.5 

43.8 

31.5 

55.9 

44.7 

②

61.5 

59.1 

63.5 

44.4 

84.7 

79.0 

67.1 

54.1 

51.0 

48.4 

43.2 

71.1 

55.4 

66.3 

67.3 

53.0 

72.5 

51.5 

56.2 

66.1 

43.5 

51.1 

③

1.8 

1.2 

2.2 

5.6 

0.5 

0.8 

0.8 

1.8 

5.4 

5.4 

2.6 

1.9 

1.9 

2.2 

1.3 

1.5 

3.0 

2.4 

0.6 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡 例

全 体【N=2227】

男 性【N= 851】

女 性【N=1340】

無 回 答【N=  36】

20～29歳【N= 216】

30～39歳【N= 377】

40～49歳【N= 365】

50～59歳【N= 355】

60～69歳【N= 451】

70歳以上【N= 426】

無 回 答【N=  37】

中 央 区【N= 235】

北 区【N= 314】

東 区【N= 264】

白 石 区【N= 226】

厚 別 区【N= 149】

豊 平 区【N= 265】

清 田 区【N= 134】

南 区【N= 178】

西 区【N= 254】

手 稲 区【N= 161】

無 回 答【N=  47】

居
住
区
別

①協力したことがある ②協力したことはない ③無回答

性
別

年
代
別
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（５） 水道事業について 

・ 水道事業に関する満足度 

【問17】 あなたは、札幌の水道に関する次の事柄についてどのくらい満足していますか。(1)から(3)

までの各項目についてそれぞれあてはまるもの一つに○をつけてください。 

(1) 止まることなく水道水を安定してお届けすること（事前にお知らせする水道管の工事など

の場合を除く。） 

 

水道水を安定してお届けすることの満足度については、「満足」（78.7％）と「やや満足」（17.3％）を合わ

せた“満足”（96.0％）が全体の約 9 割を占めている。 

満足

78.7%

やや満足

17.3%

やや不満

1.0%

不満

0.4%

どちらともいえない

1.7%

無回答

0.9%

全体

N=2227

 

 

【対象者全体】 
水道水を安定してお届けすることの満足度については、「満足」（78.7％）が最も高く、次いで「やや満足」
（17.3％）、「どちらともいえない」（1.7％）、「やや不満」（1.0％）、「不満」（0.4％）となっている。 
 
【性別】 
男女共に「満足」と「やや満足」を合わせた“満足”が最も高く、9 割を超えているが、男性（96.7％）・女性
（95.7％）での差はほとんどない。 
 
【年代別】 
全年代で「満足」と「やや満足」を合わせた“満足”が最も高く、9 割を超えている。 
 
【居住区別】 
全居住区で「満足」と「やや満足」を合わせた“満足”が最も高く、9 割を超えている。 
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①

78.7 

78.8 

78.3 

91.7 

77.3 

85.4 

78.1 

78.3 

76.3 

76.1 

89.2 

79.6 

76.4 

78.0 

79.2 

83.2 

78.9 

74.6 

83.1 

78.0 

77.0 

80.9 

②

17.3 

17.9 

17.4 

2.8 

17.1 

12.5 

17.8 

17.7 

20.0 

19.5 

2.7 

17.0 

20.4 

17.8 

16.4 

12.1 

17.7 

19.4 

13.5 

18.1 

19.9 

10.6 

③

1.0 

0.8 

1.1 

1.4 

0.5 

1.4 

1.7 

1.1 

2.7 

0.4 

1.0 

1.1 

0.4 

1.3 

0.8 

2.2 

1.7 

1.2 

0.6 

④

0.4 

0.4 

0.4 

0.3 

0.3 

1.1 

0.5 

0.4 

1.1 

0.4 

0.7 

0.4 

0.6 

2.1 

⑤

1.7 

1.2 

2.0 

4.2 

1.1 

2.5 

2.0 

1.1 

0.7 

2.6 

1.3 

0.8 

1.8 

2.7 

1.9 

1.5 

1.7 

2.0 

0.6 

2.1 

⑥

0.9 

0.9 

0.7 

5.6 

0.3 

0.3 

0.4 

3.3 

5.4 

1.0 

1.1 

1.8 

0.7 

0.8 

1.5 

0.4 

1.2 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡 例

全 体【N=2227】

男 性【N= 851】

女 性【N=1340】

無 回 答【N=  36】

20～29歳【N= 216】

30～39歳【N= 377】

40～49歳【N= 365】

50～59歳【N= 355】

60～69歳【N= 451】

70歳以上【N= 426】

無 回 答【N=  37】

中 央 区【N= 235】

北 区【N= 314】

東 区【N= 264】

白 石 区【N= 226】

厚 別 区【N= 149】

豊 平 区【N= 265】

清 田 区【N= 134】

南 区【N= 178】

西 区【N= 254】

手 稲 区【N= 161】

無 回 答【N=  47】

居
住
区
別

①満足 ②やや満足 ③やや不満 ④不満 ⑤どちらともいえない ⑥無回答

性
別

年
代
別
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(2) 安全で良質な水道水をお届けすること 

 

安全で良質な水をお届けすることの満足度については、「満足」（65.3％）と「やや満足」（26.9％）を合わ

せた“満足”（92.2％）が全体の約 9 割を占めている。 

満足

65.3%

やや満足

26.9%

やや不満

3.1%

不満

0.9%

どちらともいえない

2.6%

無回答

1.2%

全体

N=2227

 

 

【対象者全体】 
安全で良質な水をお届けすることの満足度については、「満足」（65.3％）が最も高く、次いで「やや満足」
（26.9％）、「やや不満」（3.1％）、「どちらともいえない」（2.6％）、「不満」（0.9％）となっている。 
 
【性別】 
男女共に「満足」と「やや満足」を合わせた“満足”が最も高く、9 割を超えているが、女性（90.3％）に比べ男
性（95.1％）がやや高くなっている。 
 
【年代別】 
全年代で「満足」と「やや満足」を合わせた“満足”が最も高く、30 歳代～70 歳以上は 9 割を超えている。 
 
【居住区別】 
全居住区で「満足」と「やや満足」を合わせた“満足”が最も高く、厚別区（87.9％）、西区（89.7％）を除く全
ての居住区で 9 割を超えている。 
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①

65.3 

69.8 

62.2 

75.0 

56.9 

63.4 

62.5 

65.9 

68.3 

69.7 

70.3 

65.5 

67.8 

63.6 

60.2 

67.1 

65.7 

64.2 

68.5 

66.1 

64.0 

66.0 

②

26.9 

25.3 

28.1 

16.7 

31.9 

27.1 

28.2 

26.5 

27.1 

23.9 

16.2 

26.4 

26.1 

27.7 

33.2 

20.8 

27.2 

28.4 

25.3 

23.6 

30.4 

23.4 

③

3.1 

1.8 

4.0 

4.6 

4.8 

3.8 

2.5 

2.9 

0.9 

2.7 

2.1 

2.9 

3.4 

3.1 

6.7 

3.4 

4.5 

2.2 

3.1 

1.2 

④

0.9 

0.6 

1.2 

0.5 

1.3 

1.6 

0.8 

0.4 
0.7 

2.7 

1.3 

0.3 

0.8 

0.4 

0.7 

0.8 

0.7 

1.7 

2.4 

2.1 

⑤

2.6 

1.9 

3.1 

6.0 

2.9 

3.6 

3.7 

0.9 

0.9 

4.3 

1.0 

3.0 

1.8 

3.4 

2.3 

1.5 

2.2 

4.3 

3.1 

⑥

1.2 

0.7 

1.3 

8.3 

0.5 

0.3 

0.6 

0.4 

3.8 

8.1 

0.4 

1.9 

1.5 

1.3 

1.3 

0.8 

0.7 

0.4 

1.2 

8.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡 例

全 体【N=2227】

男 性【N= 851】

女 性【N=1340】

無 回 答【N=  36】

20～29歳【N= 216】

30～39歳【N= 377】

40～49歳【N= 365】

50～59歳【N= 355】

60～69歳【N= 451】

70歳以上【N= 426】

無 回 答【N=  37】

中 央 区【N= 235】

北 区【N= 314】

東 区【N= 264】

白 石 区【N= 226】

厚 別 区【N= 149】

豊 平 区【N= 265】

清 田 区【N= 134】

南 区【N= 178】

西 区【N= 254】

手 稲 区【N= 161】

無 回 答【N=  47】

居
住
区
別

①満足 ②やや満足 ③やや不満 ④不満 ⑤どちらともいえない ⑥無回答

性
別

年
代
別
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(3) お客さまサービス（問い合わせ対応・広報） 

 

お客さまサービスの満足度については、「満足」（36.8％）と「やや満足」（31.3％）を合わせた“満足”

（68.1％）が全体の約 6 割を占めている。 

満足

36.8%

やや満足

31.3%

やや不満

5.4%

不満

1.5%

どちらともいえない

22.2%

無回答

2.8%

全体

N=2227

 

 

【対象者全体】 
お客さまサービスの満足度については、「満足」（36.8％）が最も高く、次いで「やや満足」（31.3％）、「どちら
ともいえない」（22.2％）、「やや不満」（5.4％）、「不満」（1.5％）となっている。 
 
【性別】 
男女共に「満足」と「やや満足」を合わせた“満足”が最も高く、6 割を超えているが、男性（68.0％）・女性
（67.8％）での差はほとんどない。 
 
【年代別】 
全年代で「満足」と「やや満足」を合わせた“満足”が最も高く、特に 60 歳代（74.5％）、70 歳以上（77.7％）
はそれぞれ 7 割を超えている。 
 
【居住区別】 
全居住区で「満足」と「やや満足」を合わせた“満足”が最も高く、特に厚別区（73.1％）、南区（76.4％）、手
稲区（70.9％）はそれぞれ 7 割を超えている。 
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①

36.8 

36.0 

37.0 

47.2 

29.6 

32.1 

32.3 

36.1 

40.1 

44.6 

45.9 

35.3 

34.1 

35.6 

33.2 

38.9 

37.4 

35.8 

44.9 

37.0 

39.8 

36.2 

②

31.3 

32.0 

30.8 

30.6 

25.5 

32.1 

27.7 

31.3 

34.4 

33.1 

32.4 

30.6 

29.9 

33.0 

31.9 

34.2 

32.1 

20.9 

31.5 

32.3 

31.1 

40.4 

③

5.4 

5.3 

5.5 

2.8 

4.2 

5.3 

6.6 

6.2 

6.2 

3.5 

5.4 

6.0 

6.4 

5.7 

6.6 

6.7 

4.5 

6.0 

3.9 

3.5 

5.0 

4.3 

④

1.5 

1.5 

1.5 

2.8 

4.2 

0.8 

1.9 

0.8 

2.0 

0.5 

2.7 

1.7 

1.3 

1.9 

0.9 

0.7 

0.8 

2.2 

1.1 

3.1 

0.6 

4.3 

⑤

22.2 

23.0 

22.2 

5.6 

36.6 

28.9 

31.2 

23.9 

14.0 

10.1 

5.4 

23.4 

24.8 

20.1 

24.3 

17.4 

23.8 

33.6 

18.0 

20.1 

20.5 

8.5 

⑥

2.8 

2.2 

3.0 

11.1 

0.8 

0.3 

1.7 

3.3 

8.2 

8.1 

3.0 

3.5 

3.8 

3.1 

2.0 

1.5 

1.5 

0.6 

3.9 

3.1 

6.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡 例

全 体【N=2227】

男 性【N= 851】

女 性【N=1340】

無 回 答【N=  36】

20～29歳【N= 216】

30～39歳【N= 377】

40～49歳【N= 365】

50～59歳【N= 355】

60～69歳【N= 451】

70歳以上【N= 426】

無 回 答【N=  37】

中 央 区【N= 235】

北 区【N= 314】

東 区【N= 264】

白 石 区【N= 226】

厚 別 区【N= 149】

豊 平 区【N= 265】

清 田 区【N= 134】

南 区【N= 178】

西 区【N= 254】

手 稲 区【N= 161】

無 回 答【N=  47】

居
住
区
別

①満足 ②やや満足 ③やや不満 ④不満 ⑤どちらともいえない ⑥無回答

性
別

年
代
別
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・ 水道事業で重視すべきこと 

【問18】 あなたは、札幌の水道に関する次の事柄について今後どのくらい重視すべきとお考えです

か。(1)から(3)までの各項目についてそれぞれあてはまるもの一つに○をつけてください。 

(1) 止まることなく水道水を安定してお届けすること（事前にお知らせする水道管の工事など

の場合を除く。） 

 

水道水を安定してお届けすることの重要度については、「特に重視すべき」（65.2％）と「どちらかというと

重視すべき」（28.2％）を合わせた“重視すべき”（93.4％）が全体の約 9 割を占めている。 

特に重視すべき

65.2%

重視する必要はない

0.7%

どちらともいえない

2.5%

無回答

1.8%

全体

N=2227

どちらかというと

重視する必要はない

1.6%

どちらかというと

重視すべき

28.2%

 

 

【対象者全体】 
水道水を安定してお届けすることの重要度については、「特に重視すべき」（65.2％）が最も高く、次いで
「どちらかというと重視すべき」（28.2％）、「どちらともいえない」（2.5％）、「どちらかというと重視する必要は
ない」（1.6％）、「重視する必要はない」（0.7％）となっている。 
 
【性別】 
男女共に「特に重視すべき」と「どちらかというと重視すべき」を合わせた“重視すべき”が最も高く、9 割を超
えているが、男性（94.4％）・女性（93.1％）での差はほとんどない。 
 
【年代別】 
全年代で「特に重視すべき」と「どちらかというと重視すべき」を合わせた“重視すべき”が最も高く、20 歳代
～60 歳以上は 9 割を超えている。 
 
【居住区別】 
全居住区で「特に重視すべき」と「どちらかというと重視すべき」を合わせた“重視すべき”が最も高く、白石
区（89.8％）を除く全ての居住区で 9 割を超えている。 
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①

65.2 

65.0 

65.0 

75.0 

61.1 

66.6 

66.6 

62.8 

68.7 

62.2 

73.0 

65.5 

63.4 

64.4 

57.1 

69.1 

68.3 

64.2 

68.5 

69.3 

62.1 

66.0 

②

28.2 

29.4 

28.1 

8.3 

30.1 

30.5 

29.6 

31.8 

26.2 

24.9 

10.8 

28.5 

29.3 

28.4 

32.7 

23.5 

27.2 

30.6 

27.5 

25.2 

31.1 

21.3 

③

1.6 

1.2 

1.7 

5.6 

2.3 

0.5 

2.3 

0.7 

3.8 

2.7 

0.9 

1.6 

2.3 

2.2 

2.0 

1.9 

1.5 

1.1 

1.2 

0.6 

2.1 

④

0.7 

0.9 

0.4 

2.8 

0.9 

0.3 

0.3 

1.3 

0.9 

2.7 

1.7 

0.6 

1.9 

0.4 

0.8 

2.1 

⑤

2.5 

1.9 

3.0 

5.6 

2.1 

3.0 

1.4 

2.0 

2.6 

3.0 

2.5 

0.8 
4.4 

3.4 

0.4 

1.5 

2.2 

3.9 

3.7 

2.1 

⑥

1.8 

1.6 

1.8 

8.3 

0.8 

1.4 

1.1 

5.6 

10.8 

0.4 

2.5 

2.3 

3.1 

2.0 

1.5 

2.2 

0.6 

0.4 

2.5 

6.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡 例

全 体【N=2227】

男 性【N= 851】

女 性【N=1340】

無 回 答【N=  36】

20～29歳【N= 216】

30～39歳【N= 377】

40～49歳【N= 365】

50～59歳【N= 355】

60～69歳【N= 451】

70歳以上【N= 426】

無 回 答【N=  37】

中 央 区【N= 235】

北 区【N= 314】

東 区【N= 264】

白 石 区【N= 226】

厚 別 区【N= 149】

豊 平 区【N= 265】

清 田 区【N= 134】

南 区【N= 178】

西 区【N= 254】

手 稲 区【N= 161】

無 回 答【N=  47】

居
住
区
別

①特に重視すべき ②どちらかというと重視すべき ③どちらかというと重視する必要はない

④重視する必要はない ⑤どちらともいえない ⑥無回答

性
別

年
代
別
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(2) 安全で良質な水道水をお届けすること 

 

安全で良質な水道水をお届けすることの重要度については、「特に重視すべき」（84.5％）と「どちらかと

いうと重視すべき」（11.3％）を合わせた“重視すべき”（95.8％）が全体の約 9 割を占めている。 

特に重視すべき

84.5%

重視する必要はない

0.3%
どちらともいえない

1.3%

無回答

1.6%

全体

N=2227

どちらかというと

重視すべき

11.3%

どちらかというと

重視する必要はない

1.0%

 

 

【対象者全体】 
安全で良質な水道水をお届けすることの重要度については、「特に重視すべき」（84.5％）が最も高く、次い
で「どちらかというと重視すべき」（11.3％）、「どちらともいえない」（1.3％）、「どちらかというと重視する必要
はない」（1.0％）、「重視する必要はない」（0.3％）となっている。 
 
【性別】 
男女共に「特に重視すべき」と「どちらかというと重視すべき」を合わせた“重視すべき”が最も高く、9 割を超
えているが、男性（96.0％）・女性（95.8％）での差はほとんどない。 
 
【年代別】 
全年代で「特に重視すべき」と「どちらかというと重視すべき」を合わせた“重視すべき”が最も高く、9 割を超
えている。 
 
【居住区別】 
全居住区で「特に重視すべき」と「どちらかというと重視すべき」を合わせた“重視すべき”が最も高く、9 割を
超えている。
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①

84.5 

83.9 

84.9 

80.6 

85.6 

88.9 

87.7 

86.8 

86.9 

73.2 

78.4 

84.7 

83.4 

82.6 

81.0 

87.9 

85.3 

85.1 

88.8 

86.6 

82.0 

80.9 

②

11.3 

12.1 

10.9 

8.3 

11.1 

9.5 

9.9 

9.3 

9.8 

17.6 

10.8 

11.9 

11.5 

12.5 

10.6 

7.4 

12.1 

10.4 

9.6 

11.4 

14.9 

8.5 

③

1.0 

0.8 

1.0 

2.8 

1.4 

0.3 

1.1 

0.7 

2.3 

2.7 

0.9 

1.3 

1.5 

2.2 

0.4 

0.7 
1.1 

0.4 

0.6 

2.1 

④

0.3 

0.5 

0.1 

2.8 

0.5 

0.4 

0.7 

1.3 

0.3 

0.8 

0.7 

⑤

1.3 

1.1 

1.6 

1.9 

0.8 

1.6 

1.7 

1.1 

1.4 

0.9 

1.3 

0.8 

3.1 

2.7 

0.4 

1.5 

0.6 

1.6 

1.2 

2.1 

⑥

1.6 

1.6 

1.4 

5.6 

0.8 

1.1 

1.1 

4.7 

8.1 

0.4 

2.2 

1.9 

3.1 

2.0 

1.9 

1.5 

1.2 

6.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡 例

全 体【N=2227】

男 性【N= 851】

女 性【N=1340】

無 回 答【N=  36】

20～29歳【N= 216】

30～39歳【N= 377】

40～49歳【N= 365】

50～59歳【N= 355】

60～69歳【N= 451】

70歳以上【N= 426】

無 回 答【N=  37】

中 央 区【N= 235】

北 区【N= 314】

東 区【N= 264】

白 石 区【N= 226】

厚 別 区【N= 149】

豊 平 区【N= 265】

清 田 区【N= 134】

南 区【N= 178】

西 区【N= 254】

手 稲 区【N= 161】

無 回 答【N=  47】

居
住
区
別

①特に重視すべき ②どちらかというと重視すべき ③どちらかというと重視する必要はない

④重視する必要はない ⑤どちらともいえない ⑥無回答

性
別

年
代
別
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(3) お客さまサービス（問い合わせ対応・広報） 

 

お客さまサービスの重要度については、「特に重視すべき」（37.8％）と「どちらかというと重視すべき」

（47.1％）を合わせた“重視すべき”（84.9％）が全体の約 8 割を占めている。 

特に重視すべき

37.8%

重視する必要はない

1.8%

どちらともいえない

7.0%
無回答

2.3%

全体

N=2227

どちらかというと

重視する必要はない

4.0%

どちらかというと

重視すべき

47.1%

 

 

【対象者全体】 
お客さまサービスの重要度については、「どちらかというと重視すべき」（47.1％）が最も高く、次いで「特に
重視すべき」（37.8％）、「どちらともいえない」（7.0％）、「どちらかというと重視する必要はない」（4.0％）、
「重視する必要はない」（1.8％）となっている。 
 
【性別】 
男女共に「特に重視すべき」と「どちらかというと重視すべき」を合わせた“重視すべき”が最も高いが、男性
（84.2％）・女性（85.4％）での差はほとんどない。 
 
【年代別】 
全年代で「特に重視すべき」と「どちらかというと重視すべき」を合わせた“重視すべき”が最も高く、20 歳代
～60 歳代は 8 割を超えている。 
 
【居住区別】 
全居住区で「特に重視すべき」と「どちらかというと重視すべき」を合わせた“重視すべき”が最も高く、白石
区（79.3％）を除く全ての居住区で 8 割を超えている。 
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①

37.8 

37.8 

37.6 

44.4 

38.0 

34.2 

34.5 

36.9 

43.9 

37.8 

40.5 

34.5 

35.0 

42.0 

38.1 

40.3 

39.6 

38.1 

37.6 

42.5 

28.0 

38.3 

②

47.1 

46.4 

47.8 

38.9 

49.1 

49.1 

53.4 

49.3 

43.7 

41.1 

43.2 

50.6 

49.0 

41.3 

41.2 

48.3 

49.4 

48.5 

47.8 

44.9 

52.8 

46.8 

③

4.0 

5.4 

3.2 

5.1 

5.3 

2.5 

4.5 

3.1 

4.5 

4.7 

3.2 

5.7 

6.2 

3.4 

3.8 

2.2 

3.4 

2.8 

5.0 

④

1.8 

2.1 

1.6 

2.8 

1.4 

2.4 

1.4 

1.1 

1.1 

3.1 

2.7 

2.1 

1.3 

3.0 

3.1 

1.5 

1.5 

2.2 

1.2 

1.2 

2.1 

⑤

7.0 

6.1 

7.6 

5.6 

6.5 

8.0 

8.2 

7.0 

6.9 

5.9 

2.7 

6.8 

8.0 

5.3 

8.0 

5.4 

4.2 

8.2 

7.9 

8.3 

9.9 

4.3 

⑥

2.3 

2.1 

2.2 

8.3 

1.1 

1.1 

1.3 

7.7 

10.8 

1.3 

3.5 

2.7 

3.5 

2.7 

1.5 

1.5 
1.1 

0.4 

3.1 

8.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡 例

全 体【N=2227】

男 性【N= 851】

女 性【N=1340】

無 回 答【N=  36】

20～29歳【N= 216】

30～39歳【N= 377】

40～49歳【N= 365】

50～59歳【N= 355】

60～69歳【N= 451】

70歳以上【N= 426】

無 回 答【N=  37】

中 央 区【N= 235】

北 区【N= 314】

東 区【N= 264】

白 石 区【N= 226】

厚 別 区【N= 149】

豊 平 区【N= 265】

清 田 区【N= 134】

南 区【N= 178】

西 区【N= 254】

手 稲 区【N= 161】

無 回 答【N=  47】

居
住
区
別

①特に重視すべき ②どちらかというと重視すべき ③どちらかというと重視する必要はない

④重視する必要はない ⑤どちらともいえない ⑥無回答

性
別

年
代
別
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（６） 将来を見据えた魅力ある都市の整備 

・ 都心部の「にぎわい」について 

【問19】 あなたは、札幌の都心（下図の点線で囲まれた部分参照）に「にぎわい」があると感じま

すか。あてはまるもの一つに○をつけてください。 

 

都心部の「にぎわい」については、「感じる」（36.1％）と「やや感じる」（40.1％）を合わせた“感じる”

（76.2％）が全体の約 7 割を占めている。 

感じる

36.1%

やや感じる

40.1%

あまり感じない

16.5%

感じない

2.8%

わからない

3.6%
無回答

0.9%

全体

N=2227

 

 

【対象者全体】 
都心部の「にぎわい」については、「やや感じる」（40.1％）が最も高く、次いで「感じる」（36.1％）、「あまり感
じない」（16.5％）、「わからない」（3.6％）、「感じない」（2.8％）となっている。 
 
【性別】 
男女共に「感じる」と「やや感じる」を合わせた“感じる”が最も高いが、男性（74.8％）・女性（77.2％）での差
はほとんどない。 
 
【年代別】 
全年代で「感じる」と「やや感じる」を合わせた“感じる”が最も高く、7 割を超えている。 
 
【居住区別】 
全居住区で「感じる」と「やや感じる」を合わせた“感じる”が最も高く、特に厚別区（80.6％）は 8 割を超えて
いる。 


